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今年は平年と比べて21日も早い梅雨入りとなり、5月の中頃から雨の日が多く続いていますね。

ジメジメとした日が続き、気持ちまで滅入ってしまいそうですが、今の時期だからできることを考

え、子どもたちと楽しんでいきます。

5月末までを予定していた緊急事態宣言も、6月20日まで延長されますね。変異型のウイルスは

子どもたちが罹患する確率も高いということで、まだまだしばらくは気の抜けない日々が続きそう

ですが、子どもたちの育ちが犠牲となってしまわないよう、安全には十分考慮したうえで、保育の

内容を考えていきます。

連日暑い日が続いており、熱中症にも注意が必要な時期になってきました。こまめに水分補給す

る時間を設けるとともに、戸外で過ごす時間や場所などを考慮し、子どもたちがより安全に楽しく

過ごせるよう環境を整えていきます。
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○お知らせとお願い○
・衣替えの時期です。半袖のものや、薄手の素材のものなど、過ごしやすい衣服のご用意をお願い

します。また、ロッカー内の衣服が多すぎたり、少なかったりした場合には、コドモンでお知らせ

するか、お迎えの際に声をかけさせていただきます。また、保護者の方の保育室への入室を制限

させていただいている都合上、ロッカーの中を見て確認をしたい場合には、お手数ですが保育士

に声をかけていただきますようお願いします。

・幼児クラスは半袖の制服と麦わら帽子で登園してください。

・汗をかいたらこまめに着替えをしていきます。肌着などは多めにご準備ください。

・幼児クラスは自分の水筒を持って戸外へ出掛けています。その際に、紐が長すぎたり短すぎたり

すると、子どもが歩きにくく危険です。また、転倒した際に水筒が体の前にあると、地面と体の

間に入り込み、内臓を痛めてしまう可能性もあります。一度、水筒の紐の長さを確認していただき、

子どもたちの扱いやすい長さに調節していただきますようお願いします。

・最近、送迎の際に路上駐車されている方を何人かお見かけします。近隣の方のご迷惑にならない

よう、マナーを守ってご利用いただきますようお願いします。また、送迎が重なる時間帯には、

速やかなご移動にご協力をいただきますよう、重ねてお願いいたします。

雨天のため、延期となっていた幼児バス遠足ですが、6月8日(火)に行くことが決定しました。

行き先は『モリコロパーク』に変更をし、雨天時には『愛知県児童総合センター』で遊ぼうと

思います。

当日は9:00までに体操服で登園をしていただき、制服は茶色の鞄に入れてきてください。

また、お箸箱やコップは使用しません。

緊急事態宣言も延長となり、宣言下での遠足となりますので、手指消毒やバス内の換気等、

十分に対策をとった上で行って参ります。また、マスクも園で用意した不織布マスクを使用し、

昼食後には新しいものと交換をさせていただきます。

～幼児バス遠足のお知らせ～



1日(火) 衣替え ８日(火) バス遠足（ほし・ゆき・すかい組） ９日(水) 英語教室

１５日(火) 習字教室 17日(木) 歯科検診（15:30～） １８日(金) 避難訓練

２３日(水) 英語教室 2５日(金) 誕生会

＊身体測定 ＊保育参観（ビデオ上映）

〇習字教室〇

(火曜日)

８日・15日

２２日・29日

～避難訓練～

○６月の予定○

〇英語教室〇

(水曜日)

２日・9日

16日・23日

３０日

〇ピアノ教室〇

(木曜日)

３日・10日

24日

＊6月 課外教室の予定＊

毎月１回、地震や火災が起きたことを想定して避難訓練を行っています。

４月は今年度初めてということもあり、火災を知らせる非常ベルの音を聞く事や、地震の発生

を伝えてからの各クラスの動きに重点をおいて行いました。幼児クラスでは、保育室のどこに集

まれば安全なのか、保育士の指示を聞いて動くためにはどのようにしたらいいのかなど、子ども

たちが自分で考えて動くことができるよう、訓練後に子どもたちと話し合い、乳児クラスでは、

子どもたちの安全を守るためには、保育士同士がどのように連携していくとより安全かを確認し

ながら訓練をしていきました。5月の訓練では、園庭までの避難経路を確保し、実際に避難をし

てみようと計画していましたが、当日は大雨。予定を変更し、避難階段が使えない事を想定して、

中央階段から玄関まで避難をしました。子どもたちはもちろん、保育士も初めての避難誘導だっ

たので、慌てずに一つひとつの動きを確認しながら行っていきました。

災害は突然やってきます。様々な状況を想定して訓練をしていくことで、万が一保育中に災害

が起きた際でも、子どもたちはもちろん、保育士自身も落ち着いて、より的確な行動がとれるよ

うに訓練を重ねていきます。


